
前
々
号
（
第
十
八
号
）
と
前
号
（
第
十
九
号
）
と
に
、
『
中
辺

分
別
論
』
第
二
章
障
品
の
↑
１
１
遍
等
の
五
障
、
２
、
加
行
に
対

す
る
九
つ
の
結
（
煩
悩
）
の
障
、
３
、
菩
薩
の
障
、
４
、
菩
提
分

と
波
羅
蜜
と
地
と
に
対
す
る
障
、
ａ
、
菩
提
分
に
対
す
る
障
、
ｂ
、

波
羅
蜜
に
対
す
る
障
ま
で
一
応
和
訳
し
て
お
い
た
の
で
、
本
号
に

は
、
Ｃ
、
諸
地
に
対
す
る
障
以
下
に
つ
い
て
和
訳
を
試
み
よ
う
と
思

う
。
『
中
辺
分
別
論
』
の
第
一
章
相
品
、
第
三
章
真
実
品
に
つ
い

て
は
、
大
乗
佛
典
（
世
界
の
名
著
２
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
型
年
刊
）

に
長
尾
博
士
の
現
代
的
な
訳
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
章
（
の

世
親
釈
の
訳
）
は
今
の
と
こ
ろ
山
口
益
博
士
の
「
中
辺
分
別
論
釈

疏
」
（
安
慧
釈
）
に
部
分
的
な
訳
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し

か
し
、
最
近
、
中
央
公
論
社
か
ら
、
大
乗
佛
典
全
巧
巻
（
長
尾
博
士

梶
山
博
士
監
修
）
が
出
版
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
第
巧
巻
の
世
親

論
集
に
は
、
『
中
辺
分
別
論
』
（
長
尾
博
士
訳
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

中
辺
分
別
論
（
障
品
）
の
和
訳
並
び
に
研
究
③

し
か
し
今
の
と
こ
ろ
す
で
に
十
冊
近
く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
中
に
は
『
中
辺
分
別
論
』
の
訳
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

近
々
、
長
尾
博
士
の
完
全
な
和
訳
が
世
に
出
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
学
界
の
発
展
の
た
め
に
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
私
は
「
中
辺
分
別
論
の
諸
問
題
ｌ
相
品
・
障
品
・
真
実

品
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
大
谷
学
報
、
第
五
十
二
巻
第
四
号
）
と
い
う

小
論
文
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

＊

＊

＊

一
、
和
訳
文
は
ｚ
品
四
○
本
（
冨
邑
ご
自
国
く
ぎ
自
彊
‐
匡
働
遇
“
．
》

目
ｃ
匂
（
〕
岳
置
）
を
底
本
と
し
た
。

一
、
本
文
の
上
棡
に
底
本
の
頁
数
を
附
し
、
下
欄
に
冒
毎
四
本
（
厚
．

ｚ
鼻
冒
口
昌
目
自
国
〉
弔
吋
＆
．
シ
皇
四
国
曾
旨
員
口
唇
旨
目
印
旨
四
○
画
目
目
］
ｇ
‐

舟

橋

尚

哉
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く
ぎ
冨
盟
‐
ｇ
搦
冒
》
園
目
騨
ご
雪
）
の
頁
数
を
附
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
と
他
と
の
平
等
性
を
得
る
。

②

一
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
（
北
京
版
）
の
頁
数
を
本
文
中
の
右
肩
に
示
し
た
。
第
二
〔
地
〕
に
よ
っ
て
最
勝
の
義
を
〔
通
達
す
る
〕
。
そ
れ
（
最

③

一
、
本
文
中
の
〔
〕
の
中
は
、
文
意
を
明
確
に
す
る
た
め
に
訳
者
勝
の
義
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
は
か
く
の
如
く
考
え
た
。
「
そ
れ

が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
．

故
に
そ
の
時
は
、
我
々
と
平
等
な
る
出
離
に
お
い
て
、
一
切
の
行

一
、
本
文
中
の
①
②
③
は
訳
者
が
便
宜
上
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

相
の
清
浄
の
出
離
に
お
け
る
修
行
が
為
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
。

第
三
〔
地
〕
に
よ
っ
て
勝
流
の
義
を
〔
通
達
す
る
〕
。
そ
れ
（
勝

＊

＊

＊

流
の
義
）
に
よ
っ
て
、
所
聞
の
法
界
の
等
流
が
最
勝
な
り
と
知
っ

４

〔
和
訳
〕
て
、
そ
の
〔
法
の
〕
為
め
に
三
千
大
千
〔
世
界
〕
の
量
の
火
坑
に

Ｃ
、
諸
地
に
対
す
る
障
も
自
ら
を
投
ず
べ
し
。

秘
諦
逝
に
対
し
て
も
ま
た
、
次
第
の
如
し
。
ゞ

妬
第
四
〔
地
〕
に
よ
っ
て
無
摂
の
義
を
〔
通
達
す
る
〕
。
な
ぜ
な

ｐ

「
遍
行
の
義
と
、
最
勝
の
義
と
、
勝
流
（
等
流
の
最
勝
）
の
ら
、
法
愛
を
も
止
滅
す
る
か
ら
で
あ
る
。

唖
義
と
、
無
摂
の
義
と
、
相
続
無
差
別
と
」
（
第
十
四
偶
）
第
五
〔
地
〕
に
よ
っ
て
相
続
無
差
別
の
義
を
〔
通
達
す
る
〕
。

⑤

「
無
雑
染
無
清
浄
の
義
と
、
無
差
別
の
義
と
、
不
滅
不
増
の
十
種
の
清
浄
な
る
心
と
意
楽
の
平
等
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

義
と
、
四
種
の
自
在
の
所
依
な
る
法
界
に
対
す
る
、
こ
の
無
第
六
〔
地
〕
に
よ
っ
て
無
雑
染
無
清
浄
の
義
を
〔
通
達
す
る
〕
。

Ⅱ
ｂ

明
は
不
染
汚
に
し
て
、
十
種
の
障
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
十
縁
起
に
お
い
て
、
雑
染
と
な
り
、
ま
た
清
浄
と
な
る
、
如
何
な
る

地
の
所
対
治
（
障
）
の
諸
対
治
は
諸
地
で
あ
る
」
（
第
十
五
偶
、
法
も
な
い
と
通
達
す
る
故
に
。

第
十
六
偶
）
第
七
〔
地
〕
に
よ
っ
て
無
差
別
の
義
を
〔
通
達
す
る
〕
。
無
相

皿
ａ

遍
行
等
の
義
な
る
十
種
の
法
界
に
お
い
て
、
不
染
汚
無
知
な
る
な
る
に
よ
っ
て
、
経
等
の
法
の
相
に
差
別
義
を
起
こ
さ
な
い
故
に
。

も
の
は
、
菩
薩
の
十
地
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
次
第
の
如
し
。
そ
第
八
〔
地
〕
に
よ
っ
て
不
増
不
滅
の
義
を
〔
通
達
す
る
〕
。
無

れ
（
十
地
）
の
所
対
治
（
障
）
な
る
が
故
に
。
す
な
わ
ち
、
遍
行
啄
生
法
忍
を
得
る
故
に
雑
染
と
清
浄
に
お
い
て
、
如
何
な
る
法
の
増
”

１

の
義
に
お
い
て
、
初
地
に
よ
っ
て
法
界
の
遍
行
の
義
を
通
達
す
る
。
・
減
を
も
見
な
い
故
に
。
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障
の
総
義
は
、
仙
広
大
障
は
遍
〔
障
〕
（
具
分
障
）
な
り
、
②

狭
小
障
は
一
分
〔
障
〕
で
あ
る
。
③
加
行
障
は
増
盛
〔
障
〕
で
あ

る
。
④
至
得
障
は
平
等
〔
障
〕
で
あ
る
。
⑥
至
得
の
殊
勝
障
は
〃

〔
生
死
の
〕
取
捨
の
〔
障
〕
で
あ
る
。
〔
以
上
が
遍
等
の
五
障
で

⑥

四
自
在
と
は
⑩
無
分
別
自
在
と
②
浄
土
自
在
と
③
智
自
在
と
仙

業
自
在
と
で
あ
る
。
そ
の
中
、
第
八
地
に
よ
っ
て
、
法
界
に
お
け

る
初
自
在
（
無
分
別
自
在
）
と
第
二
自
在
（
浄
土
自
在
）
の
所
依

止
を
通
達
す
る
。
第
九
地
に
お
い
て
、
智
自
在
の
所
依
止
を
〔
通

達
す
る
〕
。
無
礪
解
を
得
る
故
に
。
第
十
地
に
お
い
て
は
、
業
自

在
の
所
依
止
を
〔
通
達
す
る
〕
◎
思
う
が
ま
ま
に
、
変
化
し
て
有

情
の
利
益
と
為
す
故
に
。

５
、
障
の
要
略

要
略
す
れ
ば
、
ま
た

「
煩
悩
陣
と
所
知
障
と
が
、
已
に
説
か
れ
た
。

こ
こ
に
一
切
の
障
は
、
そ
れ
（
二
障
）
が
尽
き
る
に
よ
り

解
脱
す
、
と
許
さ
れ
る
」
（
第
十
七
偶
）

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
二
種
の
障
の
尽
き
る
に
よ
り
、
一
切
の
障

よ
り
解
脱
が
許
さ
れ
る
。

〔
障
の
総
義
〕

あ
る
〕
。
⑥
正
行
障
は
九
種
の
煩
悩
障
で
あ
る
。
例
因
障
は
善
等
に
お
け

る
、
十
種
の
因
の
義
に
依
る
が
故
に
。
㈲
真
実
へ
入
る
障
は
菩
提

皿
ｂ

分
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
側
無
上
善
に
対
す
る
障
は
波
羅
蜜
に
対

す
る
陣
で
あ
る
。
⑩
こ
の
差
別
趣
に
対
す
る
陣
は
諸
地
に
対
す
る

障
で
あ
る
。
⑪
摂
障
は
略
し
て
二
種
（
煩
悩
障
・
所
知
障
）
〔
の

障
〕
で
あ
る
。

中
と
辺
と
の
弁
別
に
お
け
る
障
品
第
二
章

註側
目
餌
戴
く
丘
ご
騨
武
は
頁
創
武
く
剣
四
目
よ
り
成
れ
る
語
で
あ
る
．

②
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

⑧
直
訳
す
れ
ば
「
そ
の
人
に
と
っ
て
、
か
く
の
如
き
考
え
が
あ
る
」

で
あ
ろ
う
が
、
今
は
意
味
の
上
か
ら
訳
し
た
。

④
漢
訳
に
よ
っ
て
補
っ
．
た
。
安
慧
釈
に
も
「
そ
れ
が
為
に
と
は
佛
の

説
法
を
聞
く
為
に
な
り
」
（
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
五

三
頁
参
照
）
と
あ
る
。

⑤
十
平
等
性
に
つ
い
て
は
、
安
慧
釈
に
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。

（
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
五
四
頁
参
照
。
）

⑥
「
浄
土
自
在
」
と
い
‐
う
訳
は
漢
訳
（
玄
英
訳
・
真
諦
訳
）
に
よ
っ

た
が
、
直
訳
す
れ
ば
厨
２
国
も
日
賦
ロ
昌
巨
は
「
国
士
清
浄
」
で
あ

子
（
〕
Ｏ

こ
こ
に
「
浄
土
」
の
原
語
が
塚
⑦
曾
騨
‐
君
農
巨
自
国
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
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一
■

十
地
と
い
え
ば
、
い
う
ま
で
‐
も
な
く
歓
喜
地
、
無
垢
地
、
発
光

地
、
鮫
慧
地
、
難
勝
地
、
現
前
地
、
遠
行
地
、
不
動
地
、
善
慧
地
、

法
雲
地
の
十
地
で
あ
り
、
初
地
の
歓
喜
地
を
、
一
般
に
初
歓
喜
地

と
も
い
語
ワ
。

と
こ
ろ
で
『
中
辺
分
別
論
』
の
障
品
で
は
、
ｃ
、
諸
地
に
対
す

る
障
と
し
て
、
遍
行
の
義
等
の
十
種
の
法
界
に
対
す
る
不
染
汚
無

知
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
地
に
よ
っ
て
遍
行
の
義
を

通
達
し
、
｜
第
二
地
に
よ
っ
て
最
勝
の
義
を
通
達
し
、
第
三
地
に
よ

っ
て
勝
流
の
義
を
通
達
す
る
。
勝
流
（
員
遇
い
目
倒
唱
騨
）
と
は
等
流

の
最
勝
の
こ
と
で
あ
る
。

第
四
地
に
装
っ
て
無
摂
の
義
を
通
達
し
、
第
五
地
に
よ
っ
て
相

続
無
差
別
の
義
を
通
達
す
る
。
こ
こ
で
は
十
種
の
清
浄
な
る
心
と

意
楽
の
平
等
（
十
ノ
意
楽
平
等
浄
心
）
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
六
地
に
よ
っ
て
無
雑
染
無
清
浄
の
義
を
通
達
し
、
第
七
地
に

よ
っ
て
無
差
別
の
義
を
通
達
し
、
第
八
地
に
よ
っ
て
不
増
不
滅
の

義
を
通
達
す
る
と
い
わ
れ
る
。
『
中
辺
分
別
論
』
で
は
、
こ
の
第

八
地
に
お
い
て
無
生
法
忍
（
自
昌
）
Ｐ
＃
房
勢
‐
号
胃
冒
智
‐
］
愚
一
旨
）
を
得

〔
研
究
〕

る
と
あ
る
が
、
無
生
法
忍
に
つ
い
て
は
、
諸
経
論
に
よ
っ
て
多
少

１

説
き
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

第
九
地
に
よ
っ
て
智
自
在
の
所
依
止
を
通
達
し
、
第
十
地
に
よ

っ
て
業
自
在
の
所
依
止
を
通
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

②

さ
て
安
慧
釈
に
よ
れ
ば
、
「
諸
地
に
於
て
十
波
羅
蜜
は
次
第
の

如
く
増
上
す
る
も
の
な
り
」
と
あ
っ
て
、
十
地
と
十
波
羅
蜜
と
の
③

関
係
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
地
に
お
い
て
は
、
自
他

平
等
性
を
証
得
し
、
施
波
羅
蜜
増
上
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
第
二
地

４

で
は
、
一
切
種
の
清
浄
は
法
界
に
お
い
て
染
汚
と
不
染
汚
と
の
痴

を
除
造
す
る
か
ら
、
戒
波
羅
蜜
増
上
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
第
三
地

⑤

に
お
い
て
は
、
「
法
の
為
め
に
三
千
大
千
世
界
の
量
の
火
坑
に
も

自
ら
を
投
ず
べ
し
」
と
あ
っ
て
、
「
忍
」
を
説
い
て
お
り
、
忍
波

羅
蜜
増
上
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

６

第
四
地
に
お
い
て
は
、
法
に
対
す
る
愛
、
す
な
わ
ち
、
「
菩
薩

に
お
い
て
以
前
に
経
等
の
法
に
対
し
て
あ
り
し
所
の
渇
愛
も
ま
た

止
息
す
る
」
と
い
わ
れ
、
精
進
波
羅
蜜
が
説
か
れ
る
。

⑦

第
五
地
に
お
い
て
は
、
十
平
等
性
に
よ
っ
て
一
切
佛
の
相
続
差

別
無
き
を
通
達
し
、
禅
定
波
羅
蜜
増
上
が
説
か
れ
る
。
第
六
地
で

は
「
無
雑
染
無
清
浄
の
義
と
し
て
縁
起
甚
深
義
を
悟
了
す
る
」
か

ら
、
慧
波
羅
蜜
増
上
と
い
わ
れ
る
。

ベ
ゴ
日
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一
一

⑭

と
こ
ろ
で
第
三
地
が
説
か
れ
て
い
る
「
三
千
大
千
世
界
の
量
の

⑮

火
坑
に
も
自
ら
を
投
ず
べ
し
」
で
あ
る
が
、
山
口
博
士
も
指
摘
し

て
お
ら
れ
る
如
く
、
こ
れ
は
十
地
経
論
の
経
文
で
あ
る
。
十
地
経

論
に
は
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
汝
今
若
能
入
二
大
熾
然
火
坑
一
受
二
大
苦
］
者
。
当
二
以
相
与
↓

是
菩
薩
作
二
如
レ
是
念
壬
我
受
二
一
句
佛
所
説
法
能
浄
菩
薩
行
一

故
。
尚
於
二
三
千
大
千
世
界
満
中
大
火
一
従
二
梵
天
一
投
下
。
何

⑨

第
七
地
に
お
い
て
は
、
一
切
相
一
味
の
相
の
智
に
よ
り
て
法
界

無
相
義
に
通
達
す
る
か
ら
無
相
で
あ
り
、
し
か
も
相
と
作
さ
れ
た

る
言
説
も
減
し
な
い
か
ら
、
方
便
波
羅
蜜
増
上
と
い
わ
れ
、
第
八

⑩

地
に
お
い
て
「
所
願
の
如
く
佛
国
土
清
浄
と
巻
族
を
示
現
す
る
力

を
得
る
故
に
」
、
願
波
羅
蜜
増
上
と
い
わ
れ
る
℃

⑪

第
九
地
に
お
い
て
は
、
慧
力
の
差
別
と
相
応
す
る
が
故
に
、
力

⑫

波
羅
蜜
増
上
と
い
わ
れ
、
第
十
地
に
お
い
て
、
「
所
願
の
如
く
諸

変
化
に
よ
り
て
有
情
の
利
益
を
な
す
が
故
に
」
、
如
来
の
行
業
に

お
い
て
増
上
な
る
こ
と
を
得
、
智
波
羅
蜜
増
上
と
い
わ
れ
る
。

か
く
の
如
く
、
十
地
は
十
波
羅
蜜
と
関
連
し
て
説
か
れ
て
お
り
、

！
⑬

十
法
界
に
対
す
る
不
染
汚
無
知
が
、
‐
一
々
の
地
に
お
い
て
障
と
な

る
と
き
、
そ
の
障
の
対
治
と
し
て
十
地
が
安
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

況
入
二
小
火
坑
ご
（
大
正
二
六
、
一
五
五
中
’
一
五
五
下
）

１
歩
」
Ｃ

と
こ
ろ
で
『
十
地
経
論
』
は
『
十
地
経
』
を
註
釈
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
も
と
の
『
十
地
経
』
で
は
次
の
如
く
説
か
れ
て
い

づ
（
》
Ｏ

「
我
為
一
句
佛
所
説
法
。
能
引
等
正
覚
能
浄
菩
薩
行
。
正
使

火
坑
量
等
三
千
大
千
世
界
。
満
中
熾
火
我
従
梵
天
尚
投
身
入
〈

況
小
火
坑
」
（
大
正
一
○
、
五
四
五
下
）

⑯「
我
は
正
等
覚
者
の
説
け
る
、
菩
薩
行
を
浄
む
る
一
法
句
の

為
め
に
は
、
三
千
世
界
の
火
も
て
充
す
も
梵
界
よ
り
自
身
を

投
ず
る
に
耐
え
た
り
。
況
ん
や
単
な
る
火
坑
に
於
て
お
や
」

１
シ
」
○

こ
の
『
十
地
経
』
の
経
文
は
、
『
爺
伽
論
』
巻
四
十
八
に
も
引

用
さ
れ
て
、
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
正
使
火
坑
量
等
二
三
千
大
千
世
界
一
満
し
中
熾
火
。
我
従
》
｜
梵

天
一
尚
投
レ
身
入
。
況
小
火
坑
。
」
（
大
正
三
○
、
五
五
七
中
）

⑰

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
「
佛
の
説
法
を
聞
く
た
め
に
、
三
千
大㈱

千
世
界
の
量
の
火
坑
に
も
自
ら
を
投
ず
べ
し
」
と
い
っ
て
、
「
自

身
極
大
苦
受
の
領
内
を
執
受
す
る
は
、
菩
薩
行
を
能
く
清
浄
な
ら⑲

し
む
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
忍
辱
行
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
忍

波
羅
蜜
増
上
と
も
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
『
中
辺
分
別
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論
』
が
『
十
地
経
』
を
引
用
し
、
し
か
も
そ
の
経
文
を
『
琉
伽

論
」
も
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。

一
一
一

”

次
に
第
五
地
に
お
い
て
は
、
安
慧
釈
に
「
清
浄
な
る
心
と
意
楽

と
の
十
平
等
性
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

創
仙
過
去
佛
法
清
浄
に
於
け
る
意
楽
の
平
等

②
未
来
佛
法
清
浄
に
於
け
る
意
楽
の
平
等
〃

⑧
現
在
佛
法
清
浄
に
於
け
る
意
楽
の
平
等

帥
戒
清
浄
に
於
け
る
意
楽
の
平
等

⑤
心
清
浄
に
於
け
る
意
楽
の
平
等

⑥
見
～
疑
、
二
心
＄
悔
の
除
却
に
由
る
清
浄
に
於
け
る
意
楽
の

平
等

の
道
と
非
道
と
を
知
る
こ
と
の
清
浄
に
於
け
る
意
楽
平
等

⑧
行
と
断
と
を
知
る
こ
と
の
清
浄
に
於
け
る
意
楽
平
等

⑨
一
切
菩
提
分
法
を
次
第
の
上
へ
思
量
す
る
こ
と
の
清
浄
に
於

け
る
意
楽
平
等

⑩
一
切
有
情
を
成
熟
せ
し
む
る
こ
と
の
清
浄
に
於
け
る
意
楽
平

等

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
「
十
種
心
楽
清
浄
平
等
」
は
『
弁
中
辺
論
述

記
』
に
は
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
十
種
心
楽
清
浄
平
等
。
今
云
。
十
意
楽
平
等
浄
心
。
意
楽

即
以
信
欲
或
欲
解
為
体
。
応
言
十
意
楽
浄
平
等
。
十
地
論
解

云
。
平
等
深
浄
心
者
。
於
平
等
中
心
得
清
浄
。
経
云
。
一
過

去
佛
平
等
深
浄
心
。
二
未
来
佛
。
三
現
在
佛
。
四
戒
浄
。
五

、
、
、

心
浄
。
六
除
見
疑
悔
浄
。
七
道
非
道
智
浄
。
八
行
断
智
浄
。

九
思
量
一
切
菩
提
分
法
上
上
浄
。
十
化
度
一
切
衆
生
浄
平
等

深
浄
心
」
（
大
正
四
四
、
一
四
中
）

、
、
、

こ
こ
で
注
意
す
雫
へ
き
は
↑
第
六
の
「
除
見
疑
悔
浄
」
で
あ
る
。

先
の
安
慧
釈
に
は
、
「
見
、
疑
、
二
心
、
悔
の
除
却
」
と
あ
り
、

「
二
心
」
が
入
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
テ
キ

ス
ト
（
た
だ
し
こ
こ
は
還
元
梵
語
で
あ
る
が
、
『
十
地
経
』
の
梵

本
、
閃
農
号
埼
本
ご
侭
息
．
吟
よ
り
見
て
全
く
正
し
い
）
の
上

で
も
確
か
め
ら
れ
る
。

鰯ｑ
Ｈ
ｍ
は
丙
倒
働
丙
中
倒
己
胃
ロ
餌
食
ぐ
芦
①
丙
屋
塑

鰯「
見
と
疑
と
二
心
（
疑
惑
）
と
悔
と
」

例

ま
た
罰
．
。
．
弓
少
且
昌
騨
の
テ
キ
ス
ト
の
上
で
も
同
様
に
な
っ

て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
『
中
辺
分
別
論
』
の
安
慧
釈
に
は
「
二
心
」
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
い
ま
、

「
弁
中
辺
論
述
記
」
に
は
「
見
疑
悔
」
の
み
で
「
二
心
」
が
な
い
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こ
と
ば
、
「
述
記
」
の
著
者
慈
恩
大
師
窺
基
が
「
二
心
」
を
は
ぶ

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

鰯

そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
も
と
の
経
典
と
考
え

ら
れ
る
『
十
地
経
』
（
漢
訳
）
で
も
や
は
り
「
二
心
」
は
入
っ
て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
『
十
地
経
』
の
本
文
で
は
、

「
当
以
十
種
平
等
清
浄
心
意
楽
入
。
何
等
為
十
。
所
謂
過
去

佛
法
平
等
清
浄
意
楽
。
未
来
佛
法
平
等
清
浄
意
楽
。
現
在
佛

法
平
等
清
浄
意
楽
。
戒
平
等
清
浄
意
楽
。
定
平
等
清
浄
意
楽
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

除
見
疑
惑
平
等
清
浄
意
楽
。
道
非
道
智
平
等
清
浄
意
楽
。
断

智
平
等
清
浄
意
楽
。
一
切
菩
提
分
法
後
後
観
察
平
等
清
浄
意

楽
。
成
熟
一
切
有
情
平
等
清
浄
意
楽
」
（
大
正
一
○
、
五
五
○

上
）

、
、
、

と
あ
っ
て
、
「
除
見
疑
惑
平
等
清
浄
意
楽
」
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
『
十
地
経
』
の
梵
本
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
。
国
ロ
ロ
目
肖
ぐ
に
は
、

島
駕
時
画
巳
向
困
菖
目
四
辻
ぐ
』
①
丙
け
３
口
口
ゆ
ぐ
田
口
四

（
己
吋
．
罰
沙
丘
鳥
目
己
餌
蟹
ヴ
ロ
ロ
目
房
空
呂
働
騨
酔

国
○
色
）
扇
四
体
ぐ
昌
曽
目
ご
』
｝
）
．
吟
瞬
一
．
ｅ

と
あ
っ
て
、
『
中
辺
分
別
論
』
の
安
慧
釈
の
梵
本
と
全
く
同
じ
で

あ
る
。
し
か
し
、
「
梵
文
和
訳
十
地
経
」
（
龍
山
訳
）
に
よ
れ
ば
、

齢「
見
と
疑
と
惑
と
を
拭
除
す
る
」

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
「
二
心
」
と
い
う
語
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、

漢
訳
に
従
っ
て
、
圃
己
廊
醐
風
目
騨
蝕
を
「
疑
」
と
訳
し
た
の
で
あ

⑰

ろ
う
。
し
か
し
山
口
博
士
は
『
中
辺
分
別
論
』
の
安
慧
釈
の
上
で

こ
れ
を
「
疑
と
二
心
」
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

最
近
出
版
さ
れ
た
荒
牧
典
俊
訳
「
大
乗
佛
典
８
十
地
経
」
で

は
、
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
あ
ら
ゆ
る
諸
佛
や
諸
菩
薩
と
平
等
に
、
私
も
あ
や
ま
っ
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、

信
念
と
不
信
心
と
疑
惑
と
煩
悶
を
は
な
れ
て
い
る
と
思
う
清

浄
な
道
心
」
（
一
四
三
頁
）

と
あ
っ
て
、
屏
凰
冨
倒
昌
昌
蝕
働
を
「
不
信
心
」
と
「
疑
惑
」
と
訳

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

『
十
地
経
』
は
『
華
厳
経
』
の
十
地
品
と
一
致
す
る
か
ら
、

『
華
厳
経
』
に
対
す
る
宮
坂
宥
勝
博
士
の
訳
を
参
照
し
て
み
よ
う
。

鶴
、
、
、
、
、
、

「
（
虚
妄
の
）
見
解
と
疑
い
と
惑
い
と
を
取
り
の
ぞ
く
こ
と
に

関
す
る
清
ら
か
な
意
向
の
平
等
性
」

と
説
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
圃
匙
内
乱
ａ
目
騨
武
は
「
疑
い
」
と

訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

か
く
し
て
号
豐
断
己
患
習
目
色
は
ぐ
胃
国
国
の
漢
訳
は
「
見
疑

悔
」
又
は
「
見
疑
惑
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

圃
己
〔
国
威
日
騨
匡
は
「
疑
と
二
心
（
疑
惑
）
」
と
い
う
意
で
あ
る

が
、
両
者
は
同
じ
よ
う
な
意
味
を
も
つ
と
こ
ろ
か
ら
「
疑
」
と
の
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『
中
辺
分
別
論
』
で
は
、
第
八
地
に
お
い
て
「
無
生
法
忍
」
が

説
か
れ
る
が
、
そ
の
直
後
に
「
四
自
在
」
が
説
か
れ
て
い
る
。

鶴「
四
自
在
と
は
い
無
分
別
自
在
と
⑨
浄
土
自
在
と
⑧
智
自
在

と
仙
業
自
在
と
で
あ
る
。
そ
の
中
、
第
八
地
に
よ
っ
て
法
界

に
お
け
る
初
め
と
第
二
の
自
在
の
所
依
止
を
通
達
す
る
。
第

九
地
に
お
い
て
智
自
在
の
所
依
止
を
〔
通
達
す
〕
。
無
畷
解

を
得
る
故
に
。
第
十
地
に
お
い
て
は
業
自
在
の
所
依
止
を

〔
通
達
す
〕
。
思
う
が
ま
ま
に
変
化
し
て
、
有
情
の
利
益
を
為

す
故
に
」
と
。

こ
こ
で
は
四
自
在
の
内
、
①
無
分
別
自
在
と
②
浄
土
自
在
は
第

八
地
に
よ
っ
て
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
⑧
智
自
在
は
第
九
地
に
よ

っ
て
で
あ
り
、
④
業
自
在
は
第
十
法
雲
地
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
「
⑨
浄
土
自
在
」
で
あ
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は

み
訳
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
ら
し
い
。

以
上
、
「
十
種
心
楽
清
浄
平
等
」
に
つ
い
て
、
少
し
く
考
察
し

て
き
た
が
、
特
に
第
六
の
「
見
、
疑
、
二
心
、
悔
」
と
し
て
「
疑

と
二
心
（
疑
惑
）
」
と
を
分
け
て
訳
す
場
合
と
、
「
疑
」
と
の
み

訳
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
知
ら
れ
る
の
で
あ

づ
（
》
０

四

帥肩
の
吋
騨
‐
ｇ
口
習
目
匡
で
あ
り
、
「
国
土
清
浄
」
で
あ
る
。
『
中

鋤
‐

辺
分
別
論
』
で
は
無
上
乗
品
で
も
、
富
①
可
四
‐
冒
凰
曾
目
官
と
い

う
語
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
漢
訳
も
、
玄
英
訳
、

鋤

真
諦
訳
と
も
に
「
浄
土
」
と
な
っ
て
い
る
。
、
こ
こ
に
「
浄
土
」
の

原
語
が
厨
①
可
騨
も
四
国
営
呂
冨
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
興
味
深

い
。

と
こ
ろ
で
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
巻
四
で
は
、

鋤「
又
諸
菩
薩
自
在
業
用
不
可
思
議
。
所
謂
命
自
在
故
。
心
自

、
、
、
、

在
故
。
財
自
在
故
。
業
自
在
故
。
生
自
在
故
。
勝
解
自
在
故
。

、
、
、
、

願
自
在
故
。
神
通
自
在
故
。
智
自
在
故
。
法
自
在
故
。
諸
大

菩
薩
由
如
是
等
自
在
力
故
。
所
作
業
用
不
可
思
議
」
（
大
正
三

一
、
六
八
一
中
）

と
あ
っ
て
、
「
業
自
在
」
「
智
自
在
」
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
『
大

乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
の
上
で
は
、
「
業
自
在
」
と
「
智
自
在
」
は

た
だ
並
列
的
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
『
中
辺
分
別

論
』
の
よ
う
に
、
「
智
自
在
」
は
第
九
地
で
、
「
業
自
在
」
は
第

十
地
に
お
い
て
、
と
い
う
よ
う
な
段
階
的
順
序
は
考
え
ら
れ
て
い

な
い
。こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
と
『
中
辺
分

別
論
』
と
の
先
後
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
諭

吉
の
思
想
史
的
位
置
を
決
定
す
る
一
資
料
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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註仙
拙
稿
「
中
辺
分
別
論
に
お
け
る
若
干
の
考
察
」
（
印
度
学
佛
教
学

研
究
第
二
十
三
巻
第
一
号
）
四
○
四
頁
参
照
。

⑨
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
五
○
頁
参
照
。

⑥
同
書
一
五
二
頁
参
照
。

④
同
書
一
五
二
頁
参
照
。

⑥
同
書
一
五
三
頁
参
照
．

⑥
同
書
一
五
四
頁
参
照
。

⑦
同
書
一
五
五
頁
参
照
。

⑧
同
書
一
五
五
頁
参
照
。

側
同
書
一
五
六
頁
参
照
。

⑩
同
書
一
五
七
頁
参
照
。

⑪
同
書
一
五
七
頁
参
照
。

⑫
同
書
一
五
七
頁
参
照
。

⑬
同
書
一
五
八
頁
参
照
。

⑭
同
書
一
五
三
頁
参
照
。

⑮
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
六
四
頁
註
⑭
参
照
。

⑯
竜
山
章
真
氏
「
梵
文
和
訳
十
地
経
」
七
二
頁
参
照
。

⑰
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
釈
疏
」
一
五
三
頁
参
照
。

⑱
同
書
一
五
三
頁
参
照
。
（
取
意
）

⑲
同
書
一
五
四
頁
参
照
。

⑳
同
書
一
五
四
頁
参
照
。

⑳
同
書
一
五
四
頁
’
一
五
五
頁
参
照
。

倒
厚
．
倒
口
日
騨
瞥
。
目
”
旨
且
匂
習
す
ぐ
ご
自
習
画
圃
烏
陣
言
国
‐

ロ
】
騨
鹸
も
．
］
つ
い
旦
．
旨
い

⑳
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
五
五
頁
参
照
。

例
”
．
。
弓
秒
目
の
樹
》
冒
且
ご
習
冨
ぐ
旨
自
彊
‐
獣
の
茸
騨
や
ご
蔦
陛
．

固
「
弁
中
辺
論
述
記
』
で
は
、
「
十
地
経
第
七
巻
云
」
と
い
っ
て
、

「
十
種
心
楽
清
浄
平
等
」
を
あ
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

燭
竜
山
章
真
氏
「
梵
文
和
訳
十
地
経
」
一
○
○
頁
参
照
。

㈱
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
五
五
頁
参
照
。

⑬
宮
坂
宥
勝
博
士
「
華
厳
経
十
地
品
」
（
世
界
の
大
思
想
Ⅱ
１
２
、

仏
典
）
一
四
五
頁
参
照
。

⑲
８
首
ａ
目
１
国
鯉
薗
昌
儲
く
時
昌
冒
‐
ぐ
閉
』
薗
爾
の
茸
騨
‐
冒
農
且
夙
冒
‐

座
、
ｑ

も
、
Ｂ

ぐ
ぃ
的
詳
幽
一
成
脚
］
］
伊
ｌ
ぐ
Ｐ
の
洋
働
丙
色
吋
昌
目
色
夛
臥
の
岸
倒
○
四
〔
｜
〕

も

、
。
シ
、

一
Ｊ
動
ゞ
汁
吋
色
己
Ｈ
妙
計
置
騨
罠
ｐ
Ｐ
ｌ
Ｑ
ぐ
津
鄙
罰
Ｐ
ｌ
ぐ
ゅ
、
芹
四
の
Ｈ
沙
討
色
詐
ぐ
ぃ
冒
胃
（
一
彦
四
目
ご
自
己
〕
脚
‐

姑
〃
■

汁
脚
ぐ
ゅ
め
げ
四
吋
巨
団
臼
胃
ぐ
ゆ
ご
声
口
。
〕
胃
騨
も
託
ｐ
働
く
骨
。
Ｑ
ば
ゆ
は
一

●
■

■
Ｕ
０
Ｌ
Ｄ
Ｉ

、
。
シ
、

］
］
〕
四
口
四
‐
ぐ
秒
、
拝
ゆ
め
Ｈ
四
割
い
《
ぐ
ぃ
員
胃
巳
ゆ
ぐ
勢
ロ
ロ
篭
画
尉
巨
も
Ｈ
四
武
鞍
沙
国
〕
ご
建
‐
］
山
ず
ぽ
凶
命

丙
ｐ
Ｈ
口
Ｐ
ｐ
ｉ
ぐ
ゆ
鰹
汁
酔
い
Ｈ
四
割
駒
井
ぐ
ゅ
舛
肖
Ｑ
Ｐ
恥
四
Ｈ
ｐ
ご
ｐ
貝
戸
く
い
汁
彦
①
○
○
ぽ
色
尉
己
国
月
‐

’

Ｈ
亘
餌
目
色
』
ほ
め
魚
計
ぐ
少
Ｈ
庁
彦
四
ｌ
丙
ｐ
Ｈ
四
恒
画
井
一

（
ｐ
Ｈ
・
ｚ
ｐ
的
騨
○
軸
昌
Ｐ
ｑ
画
く
帥
国
ぐ
号
ぽ
山
、
ゆ
き
画
搦
『
四
回
患
》
一
・
二

⑩
ｚ
四
鴨
○
本
、
弓
誤
息
西
参
照
。

⑪
ｚ
鱒
鴨
○
本
、
や
計
息
酎
参
照
。

⑫
山
口
博
士
「
漢
蔵
対
照
弁
中
辺
論
」
一
二
八
頁
参
照
。

御
国
且
冨
口
《
衿
ｇ
冨
冨
儲
日
四
‐
留
日
宮
ｏ
８
冨
旦
陦
息
甥
』
蟹
具
昌
‐

昌
房
①
冨
邑
届
巴
》
ロ
臼
怠
．
扇
．
こ
の
個
所
は
○
○
昏
己
の
本
２
．

ぐ
．
。
○
岸
宮
己
○
吋
弓
吋
秒
唱
口
○
昇
切
時
○
旨
芹
旨
①
と
旨
日
置
湧
吋
日
四
の
Ｐ
冒
巨
ｇ
い
‐

冨
旦
爵
自
彊
邑
喝
）
に
は
見
出
さ
れ
な
い
か
ら
、
還
元
梵
語
か

も
し
れ
な
い
。

拙
稿
「
中
辺
分
別
論
に
お
け
る
煩
悩
と
業
」
（
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー

第
二
十
号
特
集
号
「
業
思
想
の
研
究
」
）
二
○
二
頁
参
照
。

戸

了
曹
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